
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

防災教育の促進（指導計画書の作成支援）
について

資料－４



【防災教育の促進】 指導計画書（自然災害の防止）の作成支援について
～支援校：鶴岡市立朝暘第五小学校～

・防災教育支援の一環として、鶴岡市立朝暘第五小学校と連携し、指導計画書の作成を支援。
また、指導計画書を活用した授業を実施するため、過去の洪水状況などの資料提供を実施。

(実施機関：酒田河川国道事務所、月山ダム管理所、鶴岡市)

◀提供資料により「過去の洪水」を学習
実施日：Ｈ３０．１２．１

▲「洪水ハザードマップ」による避難場所の確認
実施日：Ｈ３０．１２．１

今後の流れ

第６回 協議会 H31.5（予定）
指導計画書（最上川下流・赤川）の承認

協議会に関連する全ての小学校に共有
（鶴岡市・酒田市・三川町・庄内町）

※各市町より共有

H30年度：指導計画書作成

指導計画書（自然災害の防止）
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防災課・河川環境課

防災・河川環境教育の充実に向けた今後の進め方について

「「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画」において、防災教育の促進に関す

る今後の進め方及び数値目標等が示され、今般その達成に向けて教育委員会・学校等の意向

や実情を十分に踏まえながら取組を推進されるよう通知があったものである。

協議会として、緊急行動計画で示された内容を取組方針に反映し、実施していただきたい。 

【 経 緯 】

・平成 29 年  6 月 20 日 「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画

→防災教育の促進に関する今後の進め方及び数値目標等を示す。

・平成 29 年 11 月  7 日 防災・河川環境教育の充実に係る取り組みの強化について

（国土交通省 水管理・国土保全局 → 各地方整備局 ）
→大規模氾濫減災協議会（以降、協議会）においても防災教育の充実に向けた支援につ

いて検討し、教育委員会等と連携・協力し取り組みを強化されたい。

・平成 29 年 11 月  7 日 国土交通省と連携した防災教育の取組について

（文部科学省初等中等教育局 → 各都道府県教育委員会等 ）
→協議会等から参画の要請や支援の申出があった場合は地域の実情や勤務実態を踏ま

えつつ取り組むこと。

【取組方針「概ね５年で実施する取組」への追加】

○平成２９年度に防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、

指導計画の作成を支援。

○平成３０年度末までに、国の支援により作成した指導計画を、都道府県管理河川を含む協

議会に関連する市町村全ての学校に共有。
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「自然災害の防止」 

指導計画（案） 

～庄内平野を流れる最上川を題材として～ 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月版 

東北地方整備局 酒田河川国道事務所 
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小単元 「自然災害の防止」 

1.本小単元の概要 

（１）我が国の国土の自然などの様子について、次のことを地図や地球儀、資料など

を活用して調べ、国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連を持っていることを考

えるようにする。 

国土の保全などのための森林資源の働き及び自然災害の防止 

我が国の国土ではさまざまな自然災害が起こりやすく、自然災害の発生は、私た

ちの生活や産業に大きな影響を与える。その被害を防止するために、国や県などが

さまざまな対策や事業をすすめていることなどを、郷土の庄内平野を流れる最上川

や県内外の風水害を題材に調べ、私たちの生活や産業との関わりについて考える。

また、自然災害が起こりやすい我が国では国民一人一人が防災意識を高める必要が

あることに気付くようにする。 

 

【指導内容とねらい】 

①我が国の国土ではさまざまな自然災害が起こりやすいことを教える。 

■日本の自然災害の概要（全体像）をつかませる。（地震、津波、火山、風水害、

土砂災害、雪害など） 

(ア)さまざまな自然災害の種類を知る 

(イ)風水害とは何かを学ぶ 

(ウ)わが国で風水害の発生が多い理由を学ぶ 

         気候的条件から風水害が多いこと 

         地理的条件から風水害が多いこと 

(エ)風水害が発生した場合に起こる被害を知る 

 

②自然災害の防止および災害発生時の対応のために、普段から国や県などが

さまざまな対策や事業を進めていることや、災害時に緊急の対応を行って

いることを教える。 

■風水害に着目し、公的機関が国土の保全に努めていることを捉えさせる。（治水

対策、避難場所の設置、ハザードマップ、洪水予報や避難指示等の発令、避難誘

救助活動、復旧活動など） 

(オ)最上川で起きた過去の風水害を知る 

(カ)国や県で行われている治水対策を学ぶ 

(キ)酒田市・庄内町洪水ハザードマップの意味と見方を学ぶ 

(ク)風水害に備えて普段から働く人々を知る 

(ケ)風水害が発生した際に働く人々を知る  
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③国民一人ひとりが防災意識を高めることの重要性を教える。 

■防災の観点からよりよい国民生活の実現を目指す態度を育む。 

（自然災害の防止（平常時・災害発生時）の国や県などの対策や事業の振り返り） 

（風水害に加えて、私たちがさまざまな自然災害に備えてできること） 

(コ)風水害に対する心がけを学ぶ 

普段からの心がけ 

緊急時の心がけ 

 

２.本小単元の構成 

【第１時】日本の自然災害の概要（全体像）をつかむ 

→日本ではさまざまな災害が発生している。風水害では地形や気候が関係し

ているようだ。 

 

【第２時】公的機関が国土の保全や災害時の対応に努めていることを捉えさせる 

→風水害を防止するためにさまざまな対策がある。また、風水害の発生によ

る生活や産業への被害を低減させるために、さまざまな人たちが連携・協

力している。 

 

【第３時】防災の観点からよりよい国民生活の実現を目指す態度を育む 

→平常時や災害時の対策を振り返り、自分たち一人ひとりの備えや出来るこ

とを考え実行しよう。 
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３.評価の目標 

□ 関心・意欲・態度 ････ 自然災害について関心を持ち、意欲的に調べるこ

とを通して、自然災害防止の重要性や国民一人一

人が防災意識を高め、協力することの大切さを考

えようとしている。 

 

□ 思考・判断・表現 ････ 自然災害について、我が国の国土ではさまざまな

自然災害が起こりやすいこと、その被害を防止す

るために国や県などの対策や事業が行われている

により、国土の環境が人々の生活や産業と密接な

関連を持っていることを考え、調べたことや、考

えたことを適切に表現している。 

 

□ 観察・技能 ････ 我が国で起こるさまざまな自然災害を防止するた

めの国や県などの対策や事業について、地図や統

計などの各種の基礎的資料を効果的に活用して具

体的に調べ、調べた過程や結果をノートや作文に

まとめている。 

 

□ 知識・理解 ････ 我が国で起こるさまざまな自然災害を防止するた

めに、国や県（都,道、府）、市町村などがさまざ

まな対策や事業を進めていることを理解してい

る。 
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４.学習内容と指導のポイント 

 学習活動・内容 指導のポイント 

１ 〔自然災害の起こりやすい国土〕 

我が国で起こる自然災害について調べ、我が

国は国土の地形や気候とのかかわりで自然

災害が起こりやすいことをつかむとともに、

郷土の最上川で風水害が発生した場合を材

料に、私たちの生活や産業への影響を考え

る。 

我が国で起こった自然災害の発生状

況は、発生しやすい理由を、写真や図

を活用し学習する。 

２ 〔自然災害からくらしを守るために〕 

郷土の最上川を題材に風水害を防止するた

めに、普段から国や市などがさまざまな対策

や事業を進めていることをつかむとともに、

風水害が発生した時の関係機関の働きや連

携について捉える。 

自然災害の一つ、風水害を防ぐため

に全国で行われている一般的な対策

や事業を知る。また、最上川の堤防や

支川赤川の分離(赤川放水路)、ダム

等を調べ、学習する。 

治水対策は万全でない部分があるこ

とを気付かせるようにする。 

また、風水害発生時に働く組織など

を知り、多くの人の働きによって安

全なくらしが成り立っていることを

学習する。 

３ 〔自然災害に備えてできることを考えよう〕 

これまでの学習を振り返り、自分たちの身の

周りにも風水害などの自然災害が起こるこ

とを認識し、国民一人一人が日頃から防災意

識を高めることが大切であることに気付く。 

自分たちの住む街にある避難所や普

段からの備えといった最低限必要な

ことを調べながら、風水害などの自

然災害が発生した時に備えて自分自

身にできることを考える。 
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「自然災害の起こりやすい国土」（１／３） 

1.本時の位置づけ 小学校５年生社会「自然災害の防止」（全３時間）の導入の時間

として位置付ける。 

2.指導のポイント 日本には、豊かな自然がある一方で、ひとたび自然災害が発生す

ると、大きな被害となる。豊かな自然と自然災害は隣り合わせと

なっている。 

自然災害には、地震、津波、風水害（台風被害や洪水）、土砂災

害、雪害、火山の噴火、日でりなどがある。 

それぞれの自然災害には、自然災害が発生する要因として、国土

の地形や気候が関係している。 

その中で庄内平野に該当するものを考えてみる。 

3.学習方法の工夫 ＩＣＴ（大型ＴＶ,PC,タブレット）の活用 

4.本時のねらい 日本で発生しているさまざまな自然災害について知る。  

自然災害の発生と国土の地形や気候との関係を考える。  

地形や気候から、庄内平野に起こりやすい自然災害を考える。 
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学習の過程 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意点 

導入 

（10 分） 

①我が国の「豊かな自然」と「自然災害」の

様子を比べることを通して、本時のめあてを

つかむ。 

「豊かな自然」⇔「自然災害」 

雲仙普賢岳 ⇔噴火する普賢岳 

有珠山   ⇔火山灰の街 

ＩＣＴ（大型ＴＶなど）を

活用して、自然災害の前

後の変化がわかるように

する。 

写真を活用し、災害の恐

ろしさに気づかせる。 

展開 

（30 分） 

②我が国で起こる自然災害の概況を調べる 

・火山以外の自然災害について予想する。 

・土砂災害、風水害なども自然災害の中に含

まれることを理解する。 

③自然災害の発生と国土の地形や気候との関

わりについて考える。 

【地形】火山、地震、津波、風水害に係る地形 

【気候】大雨（梅雨）や台風が多い気候 

④庄内平野での自然災害を考える。 

・庄内平野は日本海に面している。 

・日本は地震の多い国である。 

・庄内平野は、最上川が流れる。 

⑤風水害が起こると、私たちの生活や産業に

どんな影響があるかを問いかける。 

・町や家が浸水する。 

・道路や橋が使えない 

・電気やガスが使えない 

・農作物などが被害を受ける 

・工場が止まる 

災害の種類ごとにグルー

プ分けしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内平野に該当する地

形・気候条件を考え、自然

災害がおこりやすいこと

に気づかせる。 

庄内平野でも風水害が起

こる地域であることに気

づかせる。 

まとめ 

（5 分） 

⑥ふりかえりをノートにまとめさせる。 

⑦まとめを伝える。 
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「自然災害からくらしを守るために」（２／３） 

1.本時の位置づけ 小学校５年生社会「自然災害の防止」（全３時間）の導入の時間

として位置付ける。 

2.指導のポイント 風水害を防ぐために堤防、ダム、放水路、引堤、堤防強化など数

多くの対策が実施されている。もちろん、最上川でも上記のよう

な治水対策が行われている。 

しかし、洪水ハザードマップが示しているように、大きな洪水が

発生した際には酒田市・庄内町は浸水してしまう危険性はあり、 

安心することはできない。 

風水害を完全に防止することはできないため、風水害が発生した

際に被害を小さくするために働く人々がいる。 

風水害の被害を小さくするために働く人や思いを知ることで、自

らもできることを考えるきっかけを与える。 

3.学習方法の工夫 ＩＣＴ（大型ＴＶ,PC,タブレット）の活用 

アクティブラーニングを考慮 

4.本時のねらい 自然災害の一つ、風水害の被害を防ぐための対策と、発生した場

合の関係する人々の働きを知る。  

対策の実施のためには、多くの人々の協力が必要であることを考

える。 風水害が発生した場合に私たちの暮らしへの影響を考え

る。  

対策後も万が一に備えて、管理を行っていることを知る。  

風水害の被害を最小限にするために働く人々の思いを感じ取る。 
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学習の過程 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意点 

導入 

（10 分） 

①前回の授業のふりかえりを行う。 

②最上川で過去におこった洪水の写真を見せ

る。 

③風水害の防止のために国や県がどのような

対策を行 っているか子供たちに問いかけ

る。 

→回答以外の治水対策も図を使って学習す

る。（堤防、引堤、分水路、捷水路、ダム、

排水機場、遊水地） 

ＩＣＴ（大型ＴＶ）を活用

して、治水対策がわかる

ようにする。 

堤防、ダム以外にも治水

対策があることに気づか

せる。 

展開 

（30 分） 

④最上川に関連する、ダム、赤川放水路、引堤、

堤防強化について学習する。 

・ダム、赤川放水路、引堤、堤防強化などの

役割 

⑤ハザードマップを見せ、堤防が決壊すると

どうなるかを学習する。 

⑥堤防などの施設を維持するために、関係機

関はどのようなことをしているのか学習す

る。 

⑦風水害による被害を小さくするために、ど

んな人々が働いているか調べる。 

河川管理施設の設置、維

持についての学習で、風

水害防止に公的機関が関

わっていることを捉えさ

せる 

関係機関で働く人々の思

いを伝える。 

まとめ 

（5 分） 

⑧ふりかえりをノートにまとめさせる 

⑨まとめを伝える 
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「自然災害に備えてできることを考えよう」（３／３） 

1.本時の位置づけ 小学校５年生社会「自然災害の防止」（全３時間）の導入の時間

として位置付ける。 

2.指導のポイント 「自然災害の防止」のまとめとして、これまでの学習の振り返り

や、日ごろから防災に関して関心を持つことの大切さについて考

える。 

庄内平野でも風水害は発生しており、今後も起こらないとも限ら

ない。 

もしもの時に備えて、自分たちで出来ることは、風水害に関係し

て働く人々に連絡することや、避難所の場所や連絡先を知るこ

と、必要な持ち物を用意しておくこと等である。 

自分たちの住む場所の避難所等を確認する活動や、自分たちにで

きることを話し合うことで、自助の意識を高める。 

風水害以外の自然災害についても同様のことが言え、自分たちで

できることを考えることが重要である。 

3.学習方法の工夫 ＩＣＴ（大型ＴＶ,PC,タブレット）の活用 

アクティブラーニングを考慮 

グループ単位での学習 

4.本時のねらい 風水害時に自分たちができることを考え、万が一に備えて避難所

や必要な準備を調べることができる。 

風水害に限らず、自然災害の備えることが大切であることに気づ

くことができる。 
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学習の過程 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意点 

導入 

（10 分） 

①これまでの授業を振り返る。 

日本は気候条件と地形条件により自然災害が

起こっている。 

自然災害を防止するために、国や県などがさ

まざまな対策を行っている。 

自然災害が起こると、生活や産業に大きな影

響を与える 

自然災害の被害を小さくするためにさまざま

な人々が活動し、私たちの安全を守っている。 

簡潔に１～２時間を振り

返る。 

（１～２時間のそれぞれ

の時間をまとめて発表さ

せる。） 

展開 

（30 分） 

②チェックシートを配布し、普段から災害に

備えてできることを確認する。 

③ハザードマップを使って避難場所を調べさ

せる。 

④災害に備えて、普段から家庭でできること

の大切さを伝える。 

⑤風水害が発生した際に自分たちができるこ

とを班で話し合い、発表する。 

⑥風水害への備えとの共通点を考え、自然災

害には備えが必要であることに気づかせる 

班で学習させる 

 

「風水害に対する心が

け・緊急時の心がけ」に関

する解説書を配る 

 

備えのほとんどが地震な

どのほかの災害にも重要

なことに気づかせる。 

まとめ 

（5 分） 

⑦ふりかえりをノートにまとめさせる 

⑧まとめを伝える 
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「自然災害の防止」 

教師用 解説書（案） 

～庄内平野を流れる最上川を題材として～ 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月版 

東北地方整備局 酒田河川国道事務所 
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「自然災害の防止」教師用 解説書 

～庄内平野を流れる最上川を題材として～ 

 

目的 

 

1. 1/3 時間目「自然災害のおこりやすい国土」で使用する教材 

○さまざまな自然災害 

○「風水害とは・・」 

○わが国で風水害の発生が多い理由 

・風水害の発生が多い理由（気候的条件） 

・風水害の発生が多い理由（地形的条件） 

○風水害が発生した場合に起こる被害 

 

2. 2/3 時間目「自然災害からくらしを守るために」で使用する教材 

○最上川で起きた過去の風水害 

○国や県で行われている治水対策 

○酒田市・庄内町洪水ハザードマップ 

○風水害に備えて普段から働く人々 

○風水害が発生した際に働く人々 

 

3. 3/3 時間目「自然災害に備えてできることを考えよう」で使用する教材 

○風水害に対する心がけ 

・普段からの心がけ 

・緊急時の心がけ  

17
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1. 1/3 時間目「自然災害のおこりやすい国土」で使用する教材 

さまざまな自然災害 

日本には豊かな自然がある一方で、ひとたび自然災害が発生すると、大きな被害とな

ります。そのため日本の豊かな自然と自然災害は隣り合わせであると言えます。  

  日本に自然災害が多い理由の一つとして日本列島は４つのプレートによって形成さ

れており、地震活動、火山活動が活発であることが挙げられます。 

ここでは、近年日本で起こった火山の噴火、地震などの自然災害の被害の様子を紹介

します。 

●火山の噴火 

 
北海道有珠山の爆発           雲仙普賢岳 火砕流（出典：国土交通省） 

（出典：内閣府防災情報） 

●地震 

【東日本大震災】平成２３年３月    【北海道胆振
い ぶ り

東部地震】平成３０年９月 

                   

 

 

 

 

 

 

 

札幌市 液状化による被害 

（出典：水害レポート 2018 国土交通省） 

●津波 

【東日本大震災】 平成２３年３月 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災伝承館（出典：国土交通省） 
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「風水害とは・・・」 

自然災害には、地震や津波、洪水、台風被害、土砂崩れ、土石流、竜巻、雪害、火山

の噴火が挙げられます。このうち、地震はわが国では発生頻度が高く、大災害となるこ

とがあるため身近に感じる災害だと思われているようです。  

しかし、実は我が国は、雨や風を原因とする風水害（洪水、台風被害）が多く発生し

ています。この風水害は、場合によっては非常に大きな範囲を浸水させてしまうことが

あり、被害額が大きい災害といえます。 

 

【全国の風水害の写真】 

平成２７年９月関東・東北豪雨 北上川水系二迫川(宮城県栗原市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：水害レポート 2015（国土交通省）） 

 

平成３０年７月 西日本豪雨 高梁川水系小田川(岡山県倉敷市真備
ま び

町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：水害レポート 2018（国土交通省）） 
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わが国で風水害の発生が多い理由 

我が国では毎年のように全国で風水害が発生しています。なぜこんなに風水害が多

いのか、その理由を「気候的条件」と「地形的条件」からみてみます。 

 

★風水害の発生が多い理由（気候的条件） 

●降水量が多い 

世界でも多雨地帯であるモンスーンアジアの東端に位置する日本は、年平均 

1718mm の降水量があり、これは世界平均（880mm）の約２倍に相当する。 

 

（出典：国⼟交通省） 

 

●強い雨が増えている 

近年、１時間に 50ｍｍ以上の雨の頻度が増加している。 

原因の一つに地球温暖化があるといわれている。 

 

●台風の上陸が多い 

日本で雨が多い理由の一つに、梅雨や台風の影響を強く受けやすい。近年では台

風の上陸数が増えている。平成２８年、岩手県大船渡市付近に台風が上陸し       

た。 

東北の太平洋側への上陸は統計を取り始めた１９５１年以降初めてで、岩手県で

岩泉町を中心に甚大な被害が出た。 

 

【図表：台風の接近数と上陸数】 

 

 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 平均 

台風の接近数 10 12 9 8 7 9 17 14 12 14 11 8 10.9 

台風の上陸数 2 3 0 1 2 3 2 2 4 4 6 4 2.8 
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（出典：気象庁） 

 

★風水害の発生が多い理由（地理的条件） 

●地形的条件の背景 

国土の約７５％が山林である。 

洪水でできた沖積（ちゅうせき）平野（国土の約１０％）に人口の約５１％、

資産の約７５％が集中している。 

 

●低い土地に人が住んでいる 

土地の低い沖積平野では、河川の水面が平野部よりも高い位置を流れており、

一度洪水が発生すると被害が拡大しやすい。 

 

●川の勾配（こうばい） 

国土の約７５％が山林であり、かつ国土が狭いことから河川の勾配が急で短い

ため、一気に水が流れやすくなっている。赤川と比較すれば最上川は勾配が緩い

ため、最上川の方が洪水になれば長期化する可能性が高い。 
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●農村等の都市化 

自然の土壌や田畑では降った雨が地面に浸透し、一時的に貯水する機能があっ

たが、都市化に伴い地表面がコンクリートやアスファルトに覆われ、雨水の流出

が早くなることで、川に流れ込む水の量が増えやすくなっている。 

【最上川の主な洪水】 

洪水発生年月 原因 

両羽橋地点実績 

被害状況 
流域平均 

２日雨量

(mm) 

ピーク流量 

(m3/s) 

昭和 44 年 8 月 低気圧 149.2 6,067 

死者 2名 負傷者 8 名 

家屋全壊流出 13 戸 

半壊床上浸水 1,091 戸 

床下浸水 3,834 戸 

昭和 46 年 7 月 温暖前線 104.4 3,645 

死者 4名 負傷者 6 名 

家屋全壊流出 13 戸 

半壊床上浸水 1,056 戸 

床下浸水 5,383 戸 

昭和 50 年 8 月 寒冷前線 77.8 3,957 

死者 5名 負傷者 28 名 

家屋全半壊 115 戸 

床上床下浸水 788 戸 

宅地等浸水 593ha 

農地浸水 2,814ha 

平成 9 年 6 月 台風 8号 134.3 4,538 

床上浸水 9戸 

床下浸水 72 戸 

宅地等浸水 3.1ha 

農地浸水 1,613ha 

平成 14 年 7 月 

梅雨前線 

＋ 

台風 6号 

138.1 4,398 

家屋半壊 1戸 

床上床下浸水 44 戸 

宅地等浸水 0.8ha 

農地浸水 285ha 

平成 16 年 7 月 梅雨前線 111.4 5,499 

床上床下浸水 99 戸 

宅地等浸水 0.3ha 

農地浸水 1,710ha 

平成 25 年 7 月 低気圧 130.0 5,317 

負傷者 3 名 

床上浸水 49 戸 

床下浸水 388 戸 

農地浸水 6,849ha 

平成 26 年 7 月 梅雨前線   91.0 3,251 

負傷者 1 名 

家屋全半壊 9 戸 

床上床下浸水 622 戸 

農地浸水 1,685ha 
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風水害が発生した場合に起こる被害 

 

●堤防が決壊し、氾濫する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年 鬼怒川決壊（出典：国土交通省水害レポート 2015） 

 

●土砂崩れが起こる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年 岩手県台風１０号災害（出典：国土交通省水害レポート 2016） 
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２. 2/3 時間目「自然災害からくらしを守るために」で使用する教材 

隣県(岩手県:北上川)で起きた風水害 

平成２８年に初めて台風が東北地方に上陸し、岩手県では大きな被害がでた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂崩れ Ｈ２８ 台風１０号被害 （岩手県岩泉町）（出典：岩手県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北上川水系出来川の堤防決壊 （出典：水害レポート 2012）  
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最上川で起きた風水害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを背負い避難する住民（昭和４２年８月羽越水害 米沢市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水により破壊された木村橋（昭和４６年７月 酒田市平田地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海岸部で監視塔が崩落（平成２年８月 酒田市宮野浦地区）  
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国や県で行われている治水対策 

日本の風水害が発生しやすい国土を受けて、国や市では様々な治水対策を行っている。

以下に日本で行われている治水対策の事例を紹介する。 

 

 

●堤防（ていぼう）・築堤（ちくてい） 
河川では、川の水を安全に流すことを目的として、山に接する場合などを除き、左

右岸に築造される。 

 

 
 

 

 

 

 

 

洪水を防ぐために設置した土手。 

 

 

 

新両羽橋付近の航空写真 

 

●ダム 
たくさんの水の一部を貯め込み、残りを少しずつ流す(これを洪水調節と言います)

ことによって、川に流れる水の量を低くおさえる。 

大雨がやみ、ダムへ入ってくる水の量が減ってもダムは、次の大雨に備えて、川の

状況を見ながら水を流し、水位を下げていく。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                        

 

         長井ダム 
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●放水路(ほうすいろ)・分水路(ぶんすいろ) 
洪水を防ぐために、河川の途中から新しく人工的に開削し、直接海または他の河川

に放流する水路のこと。「放水路」「分水路」と呼ばれる。赤川は最上川の支川であ

ったが、放水路により分離し洪水を速やかに流下させ、被害を軽減している。 

大正２年         昭和９年          平成元年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤川下流域の変遷（赤川を最上川から分離） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内砂丘を開削し、直接日本海へ注ぐ赤川河口      赤川旧川跡 

 

●引堤(ひきてい) 
  堤防を引いて(移動させる)、洪水の流れる断面を大きくし、洪水を防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引堤実施中の最上川支川京田川】  【完成】   
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止水矢板工法により、河川

から基礎地盤に浸透する水

量と水圧を軽減し、堤防法

崩れ・崩壊を防ぐ。 

堤防 

●堤防強化(ていぼうきょうか) 
洪水時に河川水の浸透による堤防決壊の可能性がある場所に、堤防強化として、浸

透対策を行い、洪水から守ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤防強化(浸透対策)イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤防強化実施箇所 航空写真 

 

●排水機場(はいすいきじょう) 

洪水をコントロールして、流域の浸水被害を軽減する。本川の洪水から周辺流域

の人々の生命と暮らしを守るため、支川に溜った水をポンプで強制的に本川へ吐き

出すのが排水機場の主な役割。これにより、流域の浸水被害を軽減することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

        排水機場の仕組み        竹田排水機場(酒田市竹田地区) 

最
上
川 

堤防強化実施箇所 

酒田市山寺地区 

庄内町 
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洪水ハザードマップ 

酒田市・庄内町洪水ハザードマップでは、最上川流域において、最大規模の雨が降っ

た時に、最上川が氾濫した場合の浸水区域が記載されている。 

この範囲は、想定を超える大雨が発生した場合に、支川が氾濫した際の事は考慮され

ていないため、実際はもっと広範囲にわたり浸水する可能性がある。 

図から分るとおり、治水対策が進んでいるからと言っても、洪水の発生や、市の浸水

の危険は完全にはなくなっていない。 

 

【例：酒田市洪水ハザードマップ】 
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風水害に備えて普段から働く人々 

風水害に備えて普段から働く人々がいる。国土交通省河川国道事務所の職員である。

河川のパトロールをし、いざというときに堤防が壊れないようにチェックしている。 

（酒田河川国道事務所の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川パトロール           排水機場の定期点検 

 

風水害が発生した際に働く人々 

風水害が発生した際、住民を避難誘導したりする市の職員、困っている人を救助する

救急隊や、自衛隊。 

堤防の壊れた箇所に土のうを積んだりする水防団、溢れてしまった水を川に戻すため

に、ポンプ車で排水をしたり、壊れた堤防をいち早く直すために、河川国道事務所の職

員が働いている。 

 

 

 

 

 

 

水防訓練の様子           洪水時の水防活動 

 

 

 

 

 

 

 

排水ポンプ車による排水訓練   排水ポンプ車による内水排除状況 
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鹿児島県豪雨に伴う災害派遣(出典:陸上自衛隊) 
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３. 3/3 時間目「自然災害に備えてできることを考えよう」で使用する教材 

風水害に対する心がけ 

風水害が発生した際には、速やかに避難することが大切。速やかな避難のために、事

前に避難所及び避難ルートをチェックしておくこと、雨の降り方や、川の水位を見て危

険を判断できるようになっておくこと、非常時の持ち物を用意しておくことなどが大切。

以下に普段からの心がけ、緊急時の心がけを整理する。 

 

★普段からの心がけ 

①避難場所や避難路を確認しておく。 

緊急・災害時に避難する場所（学校や集会所等）は地区ごとに定められている。

自分の地区の避難所がどこか、そこへ安全に行くためにはどう行けばよいかを普段

から確認することが大切。 

避難所がどこにあるかを確認するには洪水ハザードマップという地図が役に立

つ。 

各自治体のホームページから確認できる。 

【例：酒田市洪水ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

②川の水位と危険度の関係を知っておく。 

橋などに、水の高さから川の危険が判断できるような色分けになっているとこ

ろがある。川の場所により、危険を示す高さは違うので、身近な場所で確認する

こと。 

【水位表示の例(橋脚)】 

 

 

 

 

 

 

 

出羽大橋の水位表示 
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③天気予報や気象情報を入手しよう。 

梅雨時や、台風シーズンなど、洪水が起こりやすい時期には、テレビ・ラジ

オ・新聞・インターネットの天気予報に注意し、天気の移り変わりに気をつけ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：川の防災情報ＨＰ) 

 

④大雨や台風に備えて家の周りを点検しておく。 

家のまわりに吹き飛ばされそうな物はないか、雨戸や瓦、雨どいなどは傷んで

いないか、家の前の排水溝が詰まっていないか、家族と一緒に点検しましょう。 
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⑤非常食や持ち出す物などを準備しておく。 

非常時に持ち出す物を入れた「非常時持出袋」を準備しておく。両手が自由に

なるリュックがよい。 

重さの目安は、男性で１５kg、女性１０kg。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★緊急時の心がけ 

①市町村、消防署、水防団などからの警戒警報・避難指示などには速やかに従う。 

川は短時間のうちに一気に増水し、危険な状態になることもある。避難命令が出

るというときには、もう相当危険な状態になっていることを意味している。命にか

かわる状況なので、勧告や指示等には速やかに従うこと。 

（避難勧告・避難指示は基本的には市町村長が発令することになっている。） 

 

②避難する時は、みんな一緒に行動する。 

単独で避難することは非常に危険。川に流されてしまったり、ケガをしてしまっ

た時、助けがやって来るまでに長い時間がかかり、命にかかわる大惨事を招きかね

ない。緊急時に動く時には複数で行動するように心がける。 

 

③持ち出す荷物はなるべく少なく、身軽に動けることを優先する。 

荷物を多く持ちすぎていると動作が鈍り、逃げられなくなってしまうことがある。

必要最低限の物だけを持ち出し、機敏に行動できるような態勢で避難すること。 

 

④お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動する。 

避難する時にあわてて行動すると、お年寄りや小さな子供などが危険な目にあう

ケースがすくなくない。 

落ち着いて、行動しよう。 
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プリント：風水害に対する心がけ・緊急時の心がけ (最上川の例) 

 

 

●川の水位と危険度の関係を知っておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●天気予報や気象情報を入手しよう       ●大雨や台風に備えて家の周りを点検しておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●非常食や持ち出す物などを準備しておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風水害に対する心がけ 

橋などには、水の高さから川の危険が判断できるように色分けされている所があります。この表

示の意味を知ると、自ら危険を判断できるようになります。 

梅雨時や台風シーズンなど、洪水が起こりや

すい時期には、テレビ・ラジオ・新聞・イン

ターネットの天気予報に注意し天気の移り

変わりに気をつけましょう。 

家のまわりにふきとばされそうな物はない

か、雨戸、瓦、雨どいなどは傷んでないか、

家の前の排水溝が詰まったりしていないか、

家族と一緒に点検しましょう。 

避難時に持ち出す物を入れた「非常時持出袋」を準備しておきましょう。両手が自由になるリュック

サックがよいでしょう。 

たくさん詰めても想いので、男性は１５kg、女性は１０kg が目安です。 

緊急時に対する心がけ 

１．市町村、消防署、水防団などからの警戒・

警報・避難指示などには速やかに従おう。 

２．避難する時は、みんな一緒に行動しよう。 

 

３．持ち出す荷物は、なるべく少なく身軽に動

けるようにしよう。 

４．お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動し

よう。 
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【参考】防災教育支援コンテンツ（国土交通省ホームページ） 
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「自然災害の防止」 

発問及び板書計画（案） 

～庄内平野を流れる最上川を題材として～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成３１年３月版 

東北地方整備局 酒田河川国道事務所  
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発問及び板書計画（１／３自然災害がおこりやすい国土） 

配布時間 教師の発問（生徒の反応） 教材 
指導上の 

留意点 

導入 

(１０分) 

T：これからみなさんにある写真を見せます。  

  ICT または写真：鳥海山 （有珠山、雲仙普賢岳）  

T：この写真はどこでしょうか？  

  （S：山、鳥海山かな？）  

 

T：そうですね、鳥海山です。わたしたちの身近な美しい山ですね。

ではこれはどうでしょうか？ （S：山が噴火している）   

T：これは北海道の有珠山が噴火したときの写真です。日本はとと

ても自然が豊かで美しい国ですが、ときとして自然災害が起こ

ることがあります。では、火山の噴火以外の自然災害はどのよ

うなものがあるでしょうか? 

～日本ではどのような自然災害が起こっているのか調べよう～ 

 写真を活

用し、災

害の時の

恐ろしさ

に気づか

せる。 

展開 

(３０分) 

T：それではグループになってください。 

火山の噴火以外にどのような自然災害があるか、教科書も参考

にして考えましょう。 

どのような自然災害があるかを発表してください。 

 （S：地震、津波、土砂砂崩れ、竜巻、洪水・・・・） 

 ICT や写真：自然災害の写真 

 

T：自然災害のなかでも、土砂崩れ・洪水は台風や大雨が原因で起

こることから、「風水害」といいます。では、日本で災害が起こ

る理由を考えてみましょう。  

（S：火山があるから噴火する、台風が来て大雨が降るから川が

氾濫する。等々） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波(東日本大震災) 桜島噴火(鹿児島)

広島県土砂災害 新潟・福島豪雨

鳥海山

有珠山の噴火

（北海道） 
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 T：それでは災害が起こる理由を種類分けしてみましょう。 

「地形」と「気候」に種類分けしてみてください。 

 

T：火山の噴火、地震・津波はどちらの種類でしょうか。 

（S：地形） 

 

T：洪水や土砂崩れはどちらの種類でしょうか。 

（S：気候かな？） 

 

T：洪水や土砂崩れはどのようなところで起こりますか？ 

（S：川のそば、山や崖、じゃあ地形かな？） 

 

T：洪水や土砂崩れなどの風水害は、気候だけでなく、地形にも当

てはまりそうですね。このように、風水害は、地形と気候の条

件が重なって起こる災害だと言えます。 

 

T：では、私たちの庄内平野はどのような特徴がありますか？ 

（S：雪が多い、山がある、大きな川があるなど） 

 

T：庄内平野の特徴は、日本海に面していて、山形県の母なる川と

呼ばれている、最上川が流れていますね。また山に囲まれ、海

山河のある、景色の良い所ですね。 

 

T：さて庄内平野で、よくある災害はなにがおおいでしょうか？ 

「最上川の主な洪水」リストを見せる。 

（S：風水害！） 

 

T：地震や津波、雪害の印象がありますが、実は風水害が一番多く、

被害多いのです。では、風水害が起こると、私たちの生活や産

 

 

 

 

 

 

 

 

雪害(出典：総務省防災４８) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最上川の主な洪水 
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業にどのような影響があるでしょうか。 

（S：街が水びたしになる。道路や橋が使えない。電気やガスが

使えない。農作物が被害を受ける。工場が止まる。） 

 

T：そうですね、私たちが住んでいる庄内平野は風水害が起こりや

すい地域だということが言えます。 

まとめ 

(５分) 

T：今日の学習で分ったことを、ノートにまとめてください。 

 

T：ノートにまとめたことを発表してください。 

（S：日本では様々な自然災害が起こりうることがわかった。） 

（S：自然災害が起こる原因は、地形と気候だということがわか

った。） 

（S：庄内平野は風水害が起こりやすいのだということがわかっ

た。） 

T：それでは今日のまとめです。 

 

まとめ：日本では地震や風水害など様々な自然災害が起きている。

これらの災害は、日本の地形や気候が関係している。 
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日本ではどのような自然災害がおこっているのか調べよう 

美しい日本の自然、恵み 

自然災害 

自然災害の種類

地震、津波、雪害 

洪水、土砂崩れ 

風水害 

自然災害は 

なぜおこるの？ 

地形 気候 

・火山が多い 

・川が多い 

・震源地がたくさんある 

・平野で洪水がおこりやすい 

・海に接している 

・大雨が多い 

・台風が来る 

まとめ 

日本では地震や風水害などの様々な自然災害がおきている。 

これらの災害は、日本の地形や気候が関係している。 
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発問及び板書計画（２／３自然災害からくらしを守るために） 

配布時間 教師の発問（生徒の反応） 教材 
指導上の 

留意点 

導入 

(１０分) 

T：皆さんは、前回の授業ではどんなことを学習しましたか？ 

（S：日本では様々な自然災害があり、地形や気候などが原因で

おこっていることがわかりました。庄内平野は風水害が多

い。） 

T：かつて最上川でおこった大規模災害の写真です。 

  たくさんの家が洪水により被害を受けました。 

 

T：このような被害が小さくなるように、国や県、市では対策を行

っています。 

  どのような対策がありますか？ 

  それではグループになって考えて下さい。 

～風水害から暮らしを守る対策を調べよう～ 

 

 

 

昭和 42 年 8 月洪水 羽越水害 米沢市 

 

 

 

昭和 46 年 7 月洪水 酒田市平田地区 

 

 

 

平成 2年 8月洪水 酒田市宮野浦地区 

 

 

 

 

 

長井ダム     寒河江ダム 

堤防、ダ

ム以外に

も治水対

策がある

ことに気

づかせる 

展開 

(３０分) 

S：ダムや堤防。 

 

T：そうですね。ダムや堤防がありますね。最上川のダムといえば

長井ダムに寒河江ダムなどがあります。 

  ICT でダムの写真や位置のイラスト等 

 

T：ダムの役割(機能)を知っていますか？ 

 

T：ダムには色々な役割があり、洪水から守るために水を貯める以

外に、ダムの水は、発電や農業、工業、水道にも利用されてい

ます。 
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 T：ダム以外にも風水害から守る対策を知っていますか？ 

 

T：ダム以外にも、大きな役割を果たすものがあります。 

  堤防に放水路、引堤、堤防強化などがあります。 

  堤防は、盛土により造られ、市街地に洪水が来ないようにしま

す。 

 

  放水路は、赤川の河口にあります。昔の赤川は最上川に繋がっ

ていましたが、砂丘を切り開き日本海に直接繋ぐことにより、

洪水をできるだけ早く流し、被害を防ぐ役割をもっています。 

 

  堤防強化は、洪水時に河川水が堤防の下を通って堤防を壊して

しまうことを防ぎます。 

 

T：これだけの対策をしても、万全ではありません。 

  もし、堤防が決壊して(破れて)しまったら、どうなるでしょう

か？ 

  （S：街に洪水が流れてくる。） 

 

T：そうですね。洪水は街のどこまで流れて来るでしょうか？ 

  洪水が街に広がる範囲を示した地図があります。 

  ICT か、大判の紙の地図で酒田市・庄内町洪水ハザードマップ

を見せる。 

 

T：これは、「洪水ハザードマップ」と言うものです。 

  洪水が来る前に避難する場所、堤防が決壊した(破れた)場合の

水深が示されています。 

 

 

 

 

 

 

堤防 

 

 

 

放水路(赤川の河口部) 

 

 

 

 

 堤防強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：酒田市洪水ハザードマップ 
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T：洪水の被害を小さくするため、また、堤防が決壊した(破れた)

場合に被害を小さくするために働く人たちがいます。 

  どのような人々が働いているでしょうか？ 

  （S：警察、消防、自衛隊、市役所等。） 

 

T：そうですね。住民の皆さんを助けたり、避難誘導をしたりして

いますね。 

 

T：破れてしまった堤防を直す人もいますよね。 

  （S：建設業者、国土交通省、水防団。） 

 

T：すべて川の氾濫から、地域の安全を守る大切な役割の人たちで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(５分) 

T：今日の学習で分ったことを、ノートにまとめてください。 

 

T：ノートにまとめたことを発表してください。 

（S：堤防やダムがあっても、河川は氾濫する可能性があること

がわかった。） 

（S：風水害がおこった時に、様々な人々が働いていることがわ

かった。） 

 

T：それでは今日のまとめです。 

 

まとめ：風水害など自然災害がおこると、私たちの生活に大きな

影響があり、被害を小さくするために、様々な人々が協

力して地域の安全を守っている。 

  

救助活動する自衛隊 交通規制する警察

国土交通省 
(河川パトロール)

水防団 
(水防訓練)
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自然災害からくらしを守る

洪水が防ぎきれず、 

川がはんらんすることもある 洪水防止の対策 
・ダム 

・堤防 

・放水路 

・堤防強化 例：酒田市洪水ハザードマップ 

被害を小さくするため、 

働く人々 
・ひなんを誘導→市役所、警察 

・救助活動→自衛隊、消防 

・堤防の復旧→国土交通省 

・土のうを積む→水防団 

・停電の復旧→電力会社 

・情報を伝える→マスコミ 

まとめ 
風水害など自然災害がおこると、私

たちの生活に大きな影響があり、被

害を小さくするために、様々な人々

が協力して地域の安全を守ってい

る。 
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発問及び板書計画（３／３自然災害に備えてできることを考えよう） 

配布時間 教師の発問（生徒の反応） 教材 
指導上の 

留意点 

導入 

(１０分) 

T：みなさんは、これまでの「自然災害の防止」の授業ではどのよ

うなことを学習しましたか？ 

（S：日本は自然災害が多い国で、庄内平野も風水害が多い。） 

（S：被害を小さくするために、様々な人々が協力して地域の安

全を守ってくれている。） 

 

T：前回は、様々な人が協力して地域の安全を守ってくれることが

わかりました。それではわたしたち自身にできることは何でし

ょうか？ 

～風水害に備えて自分たちが出来る事を考えよう～ 

  

展開 

(３０分) 

T：それではグループになってください。 

ハザードマップを配る、発表用に黒板にも大判のハザードマッ

プを貼る。 

 

T：前回見せたハザードマップを配りました。洪水が起きた場合、

みなさんの避難場所を調べましょう。 

 

T：ありましたか？避難所はどこですか？ 

例（S：●●小学校、●●中学校、●●高校、■■市役所、他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：酒田市洪水ハザードマップ 
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T：避難所の色は何色になっていますか？ 

  避難所の水深は何メートルですか？ 

（S：●メートル。避難所なのに洪水が来るけど？） 

 

T：地理的に洪水が来ない場所までに移動が困難な場合は、頑丈な

建物の洪水が上がらない２階以上に避難する必要性がありま

す。 

 

T：避難所に向かう道を確認しましょう。 

  避難所に向かう道路は安全ですか？ 

  (S：道路にも洪水が来て危険なんだけど・・。) 

 

T：ほとんどの道路が降水に浸かってしまいます。 

  洪水が発生してからは、避難所に向かう道は洪水に浸かってし

まいます。 

 

  洪水の流れは、速いため歩くことが困難です。 

 

  立ち往生している間に、水位が上昇し溺れてしまう可能性があ

ります。 

 

  洪水は泥水で、底が見えないため深い場所に落ちて溺れる可能

性があります。 

 

  洪水発生前の、早めの行動が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水が来ない場所に避難できない場合

は、頑丈な建物の２階以上に避難する。 

 

 

 

 

洪水は流れが速く、歩くのが困難 

 

 

 

 

歩けないうちに水位上昇の可能性が 

 

 

 

 

泥水で底が見えないから、深みに落ちる 
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T：早めの行動を行う他にも、風水害に対する心がけが必要です。 

  (プリントを配る) 

  今配ったプリントを参考に、風水害がおこる前に私たちができ

ることをグループで話し合って、ノートにまとめて下さい。 

 

T：ではみんなで話し合ったことを発表してください。 

（S：川の水位に注意することだと思います。） 

（S：テレビやラジオで天気や防災情報を確認すること） 

（S：市役所のホームページをチェックする） 

（S：お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動すること） 

（S：警戒警報や避難指示に速やかに従うこと） 

 

T：そうですね、では風水害に備えて普段からできること、風水害

が起こった時にできることで、地震や津波などの風水害以外の

自然災害が起こった時と共通することはありますか？ 

（S：避難場所を調べておくこと） 

（S：避難道具を用意しておくこと） 

（S：家族と連絡を取れる連絡先を調べておくこと） 

（S：普段から家族で話し合うこと） 

（S：お年寄りや子供を優先して落ち着いて行動すること） 

（S：警戒警報・避難指示に速やかに従うこと） 

 

T：他にも、テレビやラジオ、市役所のホームページで防災情報を

知ることも共通していいますね。万が一の風水害に備えて、何

をしなければならないか、風水害が起こった時どのような行動

をしなければならないか知っておくことは大切ですね。これら

のことは、風水害に限らず、地震などの自然災害についても同

じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風水害に対する心がけ 
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まとめ 

(５分) 

T：今日の学習で分ったことを、ノートにまとめてください。 

 

T：ノートにまとめたことを発表してください。 

（S：風水害の時に、避難する場所がわかった。） 

（S：風水害にも備えが大切だとわかった。） 

（S：自然災害の時に、どのような行動をとるのか知ることがで

きた。） 

 

T：それでは今日のまとめです。 

 

まとめ：風水害に限らず、自然災害に備えて、普段から自分にで

きる備えを行うことが大切。 
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自然災害に備えて自分たちにできること

例：酒田市洪水ハザードマップ 風水害に備えてふだんからできること 

風水害がおこった時にできること 

・ひなんする場所を調べておく 

・ひなん場所の道を調べておく 

・家族と連絡が取れる連絡先を調べておく 

・ひなん道具を準備しておく 

・ふだんから家族で話し合う 

・川の水位に注意する 

・テレビ、ラジオ、市役所などのＨＰを確認する 

・お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動する 

・市役所からのひなん勧告、ひなん指示に速やかにしたが

う 
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「自然災害の防止」 

指導計画（案） 

～庄内平野を流れる赤川を題材として～ 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月版 

東北地方整備局 酒田河川国道事務所 
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小単元 「自然災害の防止」 

1.本小単元の概要 

（１）我が国の国土の自然などの様子について、次のことを地図や地球儀、資料などを

活用して調べ、国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連を持っていることを考える

ようにする。 

国土の保全などのための森林資源の働き及び自然災害の防止 

我が国の国土ではさまざまな自然災害が起こりやすく、自然災害の発生は、私たち

の生活や産業に大きな影響を与える。その被害を防止するために、国や県などがさま

ざまな対策や事業をすすめていることなどを、郷土の庄内平野を流れる赤川や県内外

の風水害を題材に調べ、私たちの生活や産業との関わりについて考える。また、自然

災害が起こりやすい我が国では国民一人一人が防災意識を高める必要があることに

気付くようにする。 

 

【指導内容とねらい】 

①我が国の国土ではさまざまな自然災害が起こりやすいことを教える。 

■日本の自然災害の概要（全体像）をつかませる。（地震、津波、火山、風水害、

土砂災害、雪害など） 

(ア)さまざまな自然災害の種類を知る 

(イ)風水害とは何かを学ぶ 

(ウ)わが国で風水害の発生が多い理由を学ぶ 

         気候的条件から風水害が多いこと 

         地理的条件から風水害が多いこと 

(エ)風水害が発生した場合に起こる被害を知る 

 

②自然災害の防止および災害発生時の対応のために、普段から国や県などがさ

まざまな対策や事業を進めていることや、災害時に緊急の対応を行っている

ことを教える。 

■風水害に着目し、公的機関が国土の保全に努めていることを捉えさせる。（治水

対策、避難場所の設置、ハザードマップ、洪水予報や避難指示等の発令、避難誘

救助活動、復旧活動など） 

(オ)赤川で起きた過去の風水害を知る 

(カ)国や県で行われている治水対策を学ぶ 

(キ)洪水ハザードマップの意味と見方を学ぶ 

(ク)風水害に備えて普段から働く人々を知る 

(ケ)風水害が発生した際に働く人々を知る  
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③国民一人ひとりが防災意識を高めることの重要性を教える。 

■防災の観点からよりよい国民生活の実現を目指す態度を育む。 

（自然災害の防止（平常時・災害発生時）の国や県などの対策や事業の振り返り） 

（風水害に加えて、私たちがさまざまな自然災害に備えてできること） 

(コ)風水害に対する心がけを学ぶ 

普段からの心がけ 

緊急時の心がけ 

 

２.本小単元の構成 

【第１時】日本の自然災害の概要（全体像）をつかむ 

→日本ではさまざまな災害が発生している。風水害では地形や気候が関係し

ているようだ。 

 

【第２時】公的機関が国土の保全や災害時の対応に努めていることを捉えさせる 

→風水害を防止するためにさまざまな対策がある。また、風水害の発生によ

る生活や産業への被害を低減させるために、さまざまな人たちが連携・協

力している。 

 

【第３時】防災の観点からよりよい国民生活の実現を目指す態度を育む 

→平常時や災害時の対策を振り返り、自分たち一人ひとりの備えや出来るこ

とを考え実行しよう。 
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３.評価の目標 

□ 関心・意欲・態度 ････ 自然災害について関心を持ち、意欲的に調べること

を通して、自然災害防止の重要性や国民一人一人が

防災意識を高め、協力することの大切さを考えよう

としている。 

 

□ 思考・判断・表現 ････ 自然災害について、我が国の国土ではさまざまな自

然災害が起こりやすいこと、その被害を防止するた

めに国や県などの対策や事業が行われているによ

り、国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連を

持っていることを考え、調べたことや、考えたこと

を適切に表現している。 

 

□ 観察・技能 ････ 我が国で起こるさまざまな自然災害を防止するた

めの国や県などの対策や事業について、地図や統計

などの各種の基礎的資料を効果的に活用して具体

的に調べ、調べた過程や結果をノートや作文にまと

めている。 

 

□ 知識・理解 ････ 我が国で起こるさまざまな自然災害を防止するた

めに、国や県（都,道、府）、市町村などがさまざま

な対策や事業を進めていることを理解している。 
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４.学習内容と指導のポイント 

 学習活動・内容 指導のポイント 

１ 〔自然災害の起こりやすい国土〕 

我が国で起こる自然災害について調べ、我が

国は国土の地形や気候とのかかわりで自然

災害が起こりやすいことをつかむとともに、

郷土の赤川で風水害が発生した場合を材料

に、私たちの生活や産業への影響を考える。 

我が国で起こった自然災害の発生状

況は、発生しやすい理由を、写真や

図を活用し学習する。 

２ 〔自然災害からくらしを守るために〕 

郷土の赤川を題材に風水害を防止するため

に、普段から国や市などがさまざまな対策や

事業を進めていることをつかむとともに、風

水害が発生した時の関係機関の働きや連携

について捉える。 

自然災害の一つ、風水害を防ぐため

に全国で行われている一般的な対策

や事業を知る。また、赤川の堤防や

放水路、月山ダムを調べ、学習する。 

治水対策は万全でない部分があるこ

とを気付かせるようにする。 

また、風水害発生時に働く組織など

を知り、多くの人の働きによって安

全なくらしが成り立っていることを

学習する。 

３ 〔自然災害に備えてできることを考えよう〕 

これまでの学習を振り返り、自分たちの身の

周りにも風水害などの自然災害が起こるこ

とを認識し、国民一人一人が日頃から防災意

識を高めることが大切であることに気付く。 

自分たちの住む街にある避難所や普

段からの備えといった最低限必要な

ことを調べながら、風水害などの自

然災害が発生した時に備えて自分自

身にできることを考える。 
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「自然災害の起こりやすい国土」（１／３） 

1.本時の位置づけ 小学校５年生社会「自然災害の防止」（全３時間）の導入の時間

として位置付ける。 

2.指導のポイント 日本には、豊かな自然がある一方で、ひとたび自然災害が発生す

ると、大きな被害となる。豊かな自然と自然災害は隣り合わせと

なっている。 

自然災害には、地震、津波、風水害（台風被害や洪水）、土砂災

害、雪害、火山の噴火、日でりなどがある。 

それぞれの自然災害には、自然災害が発生する要因として、国土

の地形や気候が関係している。 

その中で庄内平野に該当するものを考えてみる。 

3.学習方法の工夫 ＩＣＴ（大型ＴＶ,PC,タブレット）の活用 

4.本時のねらい 日本で発生しているさまざまな自然災害について知る。  

自然災害の発生と国土の地形や気候との関係を考える。  

地形や気候から、庄内平野に起こりやすい自然災害を考える。 
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学習の過程 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意点 

導入 

（10 分） 

①我が国の「豊かな自然」と「自然災害」の

様子を比べることを通して、本時のめあてを

つかむ。 

「豊かな自然」⇔「自然災害」 

雲仙普賢岳 ⇔噴火する普賢岳 

有珠山   ⇔火山灰の街 

ＩＣＴ（大型ＴＶなど）

を活用して、自然災害の

前後の変化がわかるよう

にする。 

写真を活用し、災害の恐

ろしさに気づかせる。 

展開 

（30 分） 

②我が国で起こる自然災害の概況を調べる 

・火山以外の自然災害について予想する。 

・土砂災害、風水害なども自然災害の中に

含まれることを理解する。 

③自然災害の発生と国土の地形や気候との関

わりについて考える。 

【地形】火山、地震、津波、風水害に係る地

形 

【気候】大雨（梅雨）や台風が多い気候 

④庄内平野での自然災害を考える。 

・庄内平野は日本海に面している。 

・日本は地震の多い国である。 

・庄内平野は、赤川が流れる。 

・赤川は日本でも有数の急流河川である。 

⑤風水害が起こると、私たちの生活や産業に

どんな影響があるかを問いかける。 

・町や家が浸水する。 

・道路や橋が使えない 

・電気やガスが使えない 

・農作物などが被害を受ける 

・工場が止まる 

災害の種類ごとにグルー

プ分けしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内平野に該当する地

形・気候条件を考え、自

然災害がおこりやすいこ

とに気づかせる。 

庄内平野でも風水害が起

こる地域であることに気

づかせる。 

まとめ 

（5 分） 

⑥ふりかえりをノートにまとめさせる。 

⑦まとめを伝える。 

 

 

 

 

 

  

68



8 
 

「自然災害からくらしを守るために」（２／３） 

1.本時の位置づけ 小学校５年生社会「自然災害の防止」（全３時間）の導入の時間

として位置付ける。 

2.指導のポイント 風水害を防ぐために堤防、ダム、放水路（ほうすいろ）、河道掘

削（かどうくっさく）など数多くの対策が実施されている。もち

ろん、赤川でも上記のような治水対策が行われている。 

しかし、洪水ハザードマップが示しているように、大きな洪水が

発生した際には鶴岡市、酒田市、三川町は浸水してしまう危険性

はあり、安心することはできない。 

風水害を完全に防止することはできないため、風水害が発生した

際に被害を小さくするために働く人々がいる。 

風水害の被害を小さくするために働く人や思いを知ることで、自

らもできることを考えるきっかけを与える。 

3.学習方法の工夫 ＩＣＴ（大型ＴＶ,PC,タブレット）の活用 

アクティブラーニングを考慮 

4.本時のねらい 自然災害の一つ、風水害の被害を防ぐための対策と、発生した場

合の関係する人々の働きを知る。  

対策の実施のためには、多くの人々の協力が必要であることを考

える。 風水害が発生した場合に私たちの暮らしへの影響を考え

る。  

対策後も万が一に備えて、管理を行っていることを知る。  

風水害の被害を最小限にするために働く人々の思いを感じ取る。 
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学習の過程 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意点 

導入 

（10 分） 

①前回の授業のふりかえりを行う。 

②赤川で過去におこった洪水の写真を見せ

る。 

③風水害の防止のために国や県がどのような

対策を行 っているか子供たちに問いかけ

る。 

→回答以外の治水対策も図を使って学習す

る。（堤防、引堤、分水路、捷水路、ダム、

排水機場、遊水地） 

ＩＣＴ（大型ＴＶ）を活

用して、治水対策がわか

るようにする。 

堤防、ダム以外にも治水

対策があることに気づか

せる。 

展開 

（30 分） 

④赤川に存在する、ダム、放水路、河道掘削

について学習する。 

・ダム、放水路、河道掘削の役割 

⑤ハザードマップを見せ、堤防が決壊すると

どうなるかを学習する。 

⑥堤防などの施設を維持するために、関係機

関はどのようなことをしているのか学習す

る。 

⑦風水害による被害を小さくするために、ど

んな人々が働いているか調べる。 

河川管理施設の設置、維

持についての学習で、風

水害防止に公的機関が関

わっていることを捉えさ

せる 

関係機関で働く人々の思

いを伝える。 

まとめ 

（5 分） 

⑧ふりかえりをノートにまとめさせる 

⑨まとめを伝える 
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「自然災害に備えてできることを考えよう」（３／３） 

1.本時の位置づけ 小学校５年生社会「自然災害の防止」（全３時間）の導入の時間

として位置付ける。 

2.指導のポイント 「自然災害の防止」のまとめとして、これまでの学習の振り返り

や、日ごろから防災に関して関心を持つことの大切さについて考

える。 

庄内平野でも風水害は発生しており、今後も起こらないとも限ら

ない。 

もしもの時に備えて、自分たちで出来ることは、風水害に関係し

て働く人々に連絡することや、避難所の場所や連絡先を知るこ

と、必要な持ち物を用意しておくこと等である。 

自分たちの住む場所の避難所等を確認する活動や、自分たちにで

きることを話し合うことで、自助の意識を高める。 

風水害以外の自然災害についても同様のことが言え、自分たちで

できることを考えることが重要である。 

3.学習方法の工夫 ＩＣＴ（大型ＴＶ,PC,タブレット）の活用 

アクティブラーニングを考慮 

グループ単位での学習 

4.本時のねらい 風水害時に自分たちができることを考え、万が一に備えて避難所

や必要な準備を調べることができる。 

風水害に限らず、自然災害の備えることが大切であることに気づ

くことができる。 
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学習の過程 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意点 

導入 

（10 分） 

①これまでの授業を振り返る。 

日本は気候条件と地形条件により自然災害が

起こっている。 

自然災害を防止するために、国や県などがさ

まざまな対策を行っている。 

自然災害が起こると、生活や産業に大きな影

響を与える 

自然災害の被害を小さくするためにさまざま

な人々が活動し、私たちの安全を守っている。 

簡潔に１～２時間を振り

返る。 

（１～２時間のそれぞれ

の時間をまとめて発表さ

せる。） 

展開 

（30 分） 

②チェックシートを配布し、普段から災害に

備えてできることを確認する。 

③ハザードマップを使って避難場所を調べさ

せる。 

④災害に備えて、普段から家庭でできること

の大切さを伝える。 

⑤風水害が発生した際に自分たちができるこ

とを班で話し合い、発表する。 

⑥風水害への備えとの共通点を考え、自然災

害には備えが必要であることに気づかせる 

班で学習させる 

 

「風水害に対する心が

け・緊急時の心がけ」に

関する解説書を配る 

 

備えのほとんどが地震な

どのほかの災害にも重要

なことに気づかせる。 

まとめ 

（5 分） 

⑦ふりかえりをノートにまとめさせる 

⑧まとめを伝える 

 

 

72



73



1 
 

 

 

 

「自然災害の防止」 

教師用 解説書（案） 

～庄内平野を流れる赤川を題材として～ 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年３月版 

東北地方整備局 酒田河川国道事務所 
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「自然災害の防止」教師用 解説書 

～庄内平野を流れる赤川を題材として～ 

 

目的 

 

1. 1/3 時間目「自然災害のおこりやすい国土」で使用する教材 

○さまざまな自然災害 

○「風水害とは・・」 

○わが国で風水害の発生が多い理由 

・風水害の発生が多い理由（気候的条件） 

・風水害の発生が多い理由（地形的条件） 

○風水害が発生した場合に起こる被害 

 

2. 2/3 時間目「自然災害からくらしを守るために」で使用する教材 

○赤川で起きた過去の風水害 

○国や県で行われている治水対策 

○洪水ハザードマップ 

○風水害に備えて普段から働く人々 

○風水害が発生した際に働く人々 

 

3. 3/3 時間目「自然災害に備えてできることを考えよう」で使用する教材 

○風水害に対する心がけ 

・普段からの心がけ 

・緊急時の心がけ  

75



3 
 

1. 1/3 時間目「自然災害のおこりやすい国土」で使用する教材 

さまざまな自然災害 

日本には豊かな自然がある一方で、ひとたび自然災害が発生すると、大きな被害とな

ります。そのため日本の豊かな自然と自然災害は隣り合わせであると言えます。  

  日本に自然災害が多い理由の一つとして日本列島は４つのプレートによって形成さ

れており、地震活動、火山活動が活発であることが挙げられます。 

ここでは、近年日本で起こった火山の噴火、地震などの自然災害の被害の様子を紹介

します。 

●火山の噴火 

 
北海道有珠山の爆発           雲仙普賢岳 火砕流（出典：国土交通省） 

（出典：内閣府防災情報） 

●地震 

【東日本大震災】平成２３年３月    【北海道胆振
い ぶ り

東部地震】平成３０年９月 

                   

 

 

 

 

 

 

 

札幌市 液状化による被害 

（出典：水害レポート 2018 国土交通省） 

●津波 

【東日本大震災】 平成２３年３月 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災伝承館（出典：国土交通省） 
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「風水害とは・・・」 

自然災害には、地震や津波、洪水、台風被害、土砂崩れ、土石流、竜巻、雪害、火山

の噴火が挙げられます。このうち、地震はわが国では発生頻度が高く、大災害となるこ

とがあるため身近に感じる災害だと思われているようです。  

しかし、実は我が国は、雨や風を原因とする風水害（洪水、台風被害）が多く発生し

ています。この風水害は、場合によっては非常に大きな範囲を浸水させてしまうことが

あり、被害額が大きい災害といえます。 

 

【全国の風水害の写真】 

平成２７年９月 関東・東北豪雨 北上川水系二迫川(宮城県栗原市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：水害レポート 2015（国土交通省）） 

 

平成３０年７月 西日本豪雨 高梁川水系小田川(岡山県倉敷市真備
ま び

町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：水害レポート 2018（国土交通省）） 
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わが国で風水害の発生が多い理由 

我が国では毎年のように全国で風水害が発生しています。なぜこんなに風水害が多い

のか、その理由を「気候的条件」と「地形的条件」からみてみます。 

 

★風水害の発生が多い理由（気候的条件） 

●降水量が多い 

世界でも多雨地帯であるモンスーンアジアの東端に位置する日本は、年平均 

1718mm の降水量があり、これは世界平均（880mm）の約２倍に相当する。 

 

（出典：国⼟交通省） 

 

●強い雨が増えている 

近年、１時間に 50ｍｍ以上の雨の頻度が増加している。 

原因の一つに地球温暖化があるといわれている。 

 

●台風の上陸が多い 

日本で雨が多い理由の一つに、梅雨や台風の影響を強く受けやすい。近年では台

風の上陸数が増えている。平成２８年、岩手県大船渡市付近に台風が上陸し       

た。 

東北の太平洋側への上陸は統計を取り始めた１９５１年以降初めてで、岩手県で

岩泉町を中心に甚大な被害が出た。 

 

【図表：台風の接近数と上陸数】 

 

 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 平均 

台風の接近数 10 12 9 8 7 9 17 14 12 14 11 8 10.9 

台風の上陸数 2 3 0 1 2 3 2 2 4 4 6 4 2.8 
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（出典：気象庁） 

 

★風水害の発生が多い理由（地理的条件） 

●地形的条件の背景 

国土の約７５％が山林である。 

洪水でできた沖積（ちゅうせき）平野（国土の約１０％）に人口の約５１％、資

産の約７５％が集中している。 

 

●低い土地に人が住んでいる 

土地の低い沖積平野では、河川の水面が平野部よりも高い位置を流れており、一

度洪水が発生すると被害が拡大しやすい。 

 

●川の勾配（こうばい）が急 

国土の約７５％が山林であり、かつ国土が狭いことから河川の勾配が急で短いた

め、一気に水が流れやすくなっている。 
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●農村等の都市化 

自然の土壌や田畑では降った雨が地面に浸透し、一時的に貯水する機能があった

が、都市化に伴い地表面がコンクリートやアスファルトに覆われ、雨水の流出が早

くなることで、川に流れ込む水の量が増えやすくなっている。 

 

【赤川の主な洪水】 

洪水発生年月 原因 

熊出地点実績 

被害状況 
流域平均 

総雨量

(mm/12h) 

最大流量 

(m3/s) 

昭和 15 年 7 月 低気圧 181 約 4,800 家屋浸水 1,266 戸 

昭和 28 年 8 月 前 線 156 約 3,090 

家屋流出破損 20 戸 

家屋浸水 1,625 戸 

耕地被害 454ha 

昭和 44 年 8 月 前 線 276 約 2,940 
家屋浸水 326 戸 

耕地被害 5,837ha 

昭和 46 年 7 月 前 線 105 約 2,220 

家屋流出破損 5 戸 

家屋浸水 1,622 戸 

耕地被害 4,255ha 

昭和 62 年 8 月 低気圧 250 約 2,050 

家屋流出破損 3 戸 

家屋浸水 251 戸 

耕地被害 118ha 

平成 2 年 6 月 前 線 120 約 1,310 
家屋浸水 ７戸 

耕地被害 562ha 

平成 25 年 7 月 低気圧 131 約 1,750 
家屋浸水 40 戸 

耕地被害 2,333ha 
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風水害が発生した場合に起こる被害 

 

●堤防が決壊し、氾濫する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年 鬼怒川決壊（出典：国土交通省水害レポート 2015） 

 

●土砂崩れが起こる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年 岩手県台風１０号災害（出典：国土交通省水害レポート 2016） 
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２. 2/3 時間目「自然災害からくらしを守るために」で使用する教材 

隣県(岩手県:北上川)で起きた風水害 

平成２８年に初めて台風が東北地方に上陸し、岩手県では大きな被害がでた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂崩れ Ｈ２８ 台風１０号被害 （岩手県岩泉町）（出典：岩手県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北上川水系出来川の堤防決壊 （出典：水害レポート 2012）  
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赤川で起きた風水害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋根に上り救助を待つ住民（昭和４４年８月 鶴岡市宝町付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腰まで濁水に浸かって避難する住民（昭和４４年８月 三川町青山付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤防を越えそうな洪水（昭和６２年８月 三川町上町付近） 

赤川 

83



11 
 

国や県で行われている治水対策 

日本の風水害が発生しやすい国土を受けて、国や市では様々な治水対策を行っている。

以下に日本で行われている治水対策の事例を紹介する。 

 

 

●堤防（ていぼう）・築堤（ちくてい） 
河川では、川の水を安全に流すことを目的として、山に接する場合などを除き、左

右岸に築造される。 

 

 
 

 

 

 

 

 

洪水を防ぐために設置した土手。 

 

 

 

赤川河川緑地公園付近の航空写真 

 

●ダム 
たくさんの水の一部を貯め込み、残りを少しずつ流す(これを洪水調節と言います)

ことによって、川に流れる水の量を低くおさえる。 

大雨がやみ、ダムへ入ってくる水の量が減ってもダムは、次の大雨に備えて、川の

状況を見ながら水を流し、水位を下げていく。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                        

 

         月山ダム 
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●放水路(ほうすいろ)・分水路(ぶんすいろ) 
洪水を防ぐために、河川の途中から新しく人工的に開削し、直接海または他の河川

に放流する水路のこと。「放水路」「分水路」と呼ばれる。 

 

大正２年         昭和９年          平成元年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤川下流域の変遷（赤川を最上川から分離） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内砂丘を開削し、直接日本海へ注ぐ赤川河口      赤川旧川跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削工事の状況写真 
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●河道掘削(かどうくっさく) 
洪水を防ぐために、中高水敷を掘削して、洪水の流れる断面を拡大し洪水が堤防か

ら超えるのを防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

河道掘削イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河道掘削実施箇所 航空写真 

 

●排水機場(はいすいきじょう) 

洪水をコントロールして、流域の浸水被害を軽減する。本川の洪水から周辺流域の

人々の生命と暮らしを守るため、支川に溜った水をポンプで強制的に本川へ吐き出す

のが排水機場の主な役割。これにより、流域の浸水被害を軽減することができる。 

 

 

 

 

 

 

        排水機場の仕組み        成田排水機場(赤川支川大山川) 

洪水ハザードマップ 

イオンモール三川 

河
道
掘
削
実
施
箇
所 
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洪水ハザードマップでは、赤川流域において、最大規模の雨が降った時に、赤川が氾

濫した場合の浸水区域が記載されている。 

この範囲は、想定を超える大雨が発生した場合に、支川が氾濫した際の事は考慮され

ていないため、実際はもっと広範囲にわたり浸水する可能性がある。 

図から分るとおり、治水対策が進んでいるからと言っても、洪水の発生や、市の浸水

の危険は完全にはなくなっていない。 

 

【例：鶴岡市洪水ハザードマップ】 
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風水害に備えて普段から働く人々 

風水害に備えて普段から働く人々がいる。国土交通省河川国道事務所の職員である。

河川のパトロールをし、いざというときに堤防が壊れないようにチェックしている。 

（酒田河川国道事務所の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川パトロール           排水機場の定期点検 

 

風水害が発生した際に働く人々 

風水害が発生した際、住民を避難誘導したりする市の職員、困っている人を救助する

救急隊や、自衛隊。 

堤防の壊れた箇所に土のうを積んだりする水防団、溢れてしまった水を川に戻すため

に、ポンプ車で排水をしたり、壊れた堤防をいち早く直すために、河川国道事務所の職

員が働いている。 

 

 

 

 

 

 

水防訓練の様子           洪水時の水防活動 

 

 

 

 

 

 

 

排水ポンプ車による排水訓練   排水ポンプ車による内水排除状況 
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鹿児島県豪雨に伴う災害派遣(出典:陸上自衛隊) 
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３. 3/3 時間目「自然災害に備えてできることを考えよう」で使用する教材 

風水害に対する心がけ 

風水害が発生した際には、速やかに避難することが大切。速やかな避難のために、事

前に避難所及び避難ルートをチェックしておくこと、雨の降り方や、川の水位を見て危

険を判断できるようになっておくこと、非常時の持ち物を用意しておくことなどが大切。

以下に普段からの心がけ、緊急時の心がけを整理する。 

 

★普段からの心がけ 

①避難場所や避難路を確認しておく。 

緊急・災害時に避難する場所（学校や集会所等）は地区ごとに定められている。

自分の地区の避難所がどこか、そこへ安全に行くためにはどう行けばよいかを普段

から確認することが大切。 

避難所がどこにあるかを確認するには洪水ハザードマップという地図が役に立

つ。 

各自治体のホームページから確認できる。 

【例：鶴岡市洪水ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

②川の水位と危険度の関係を知っておく。 

橋などに、水の高さから川の危険が判断できるような色分けになっているところ

がある。川の場所により、危険を示す高さは違うので、身近な場所で確認すること。 

【水位表示の例(橋脚)】 

 

 

 

 

 

 

 

三川橋の水位表示 

③天気予報や気象情報を入手しよう。 
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梅雨時や、台風シーズンなど、洪水が起こりやすい時期には、テレビ・ラジオ・

新聞・インターネットの天気予報に注意し、天気の移り変わりに気をつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：川の防災情報ＨＰ) 

 

④大雨や台風に備えて家の周りを点検しておく。 

家のまわりに吹き飛ばされそうな物はないか、雨戸や瓦、雨どいなどは傷んでい

ないか、家の前の排水溝が詰まっていないか、家族と一緒に点検しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤非常食や持ち出す物などを準備しておく。 

非常時に持ち出す物を入れた「非常時持出袋」を準備しておく。両手が自由にな
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るリュックがよい。 

重さの目安は、男性で１５kg、女性１０kg。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★緊急時の心がけ 

①市町村、消防署、水防団などからの警戒警報・避難指示などには速やかに従う。 

川は短時間のうちに一気に増水し、危険な状態になることもある。避難命令が出

るというときには、もう相当危険な状態になっていることを意味している。命にか

かわる状況なので、勧告や指示等には速やかに従うこと。 

（避難勧告・避難指示は基本的には市町村長が発令することになっている。） 

 

②避難する時は、みんな一緒に行動する。 

単独で避難することは非常に危険。川に流されてしまったり、ケガをしてしまっ

た時、助けがやって来るまでに長い時間がかかり、命にかかわる大惨事を招きかね

ない。緊急時に動く時には複数で行動するように心がける。 

 

③持ち出す荷物はなるべく少なく、身軽に動けることを優先する。 

荷物を多く持ちすぎていると動作が鈍り、逃げられなくなってしまうことがある。

必要最低限の物だけを持ち出し、機敏に行動できるような態勢で避難すること。 

 

④お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動する。 

避難する時にあわてて行動すると、お年寄りや小さな子供などが危険な目にあう

ケースがすくなくない。 

落ち着いて、行動しよう。 

 

92



20 
 

 

 

●川の水位と危険度の関係を知っておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●天気予報や気象情報を入手しよう       ●大雨や台風に備えて家の周りを点検しておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●非常食や持ち出す物などを準備しておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風水害に対する心がけ 

橋などには、水の高さから川の危険が判断できるように色分けされている所があります。この表

示の意味を知ると、自ら危険を判断できるようになります。 

梅雨時や台風シーズンなど、洪水が起こりや

すい時期には、テレビ・ラジオ・新聞・イン

ターネットの天気予報に注意し天気の移り

変わりに気をつけましょう。 

家のまわりにふきとばされそうな物はない

か、雨戸、瓦、雨どいなどは傷んでないか、

家の前の排水溝が詰まったりしていないか、

家族と一緒に点検しましょう。 

避難時に持ち出す物を入れた「非常時持出袋」を準備しておきましょう。両手が自由になるリュッ

クサックがよいでしょう。 

たくさん詰めても想いので、男性は１５kg、女性は１０kg が目安です。 

緊急時に対する心がけ 

１．市町村、消防署、水防団などからの警戒・

警報・避難指示などには速やかに従おう。 

２．避難する時は、みんな一緒に行動しよう。 

 

３．持ち出す荷物は、なるべく少なく身軽に動

けるようにしよう。 

４．お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動

しよう。 
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プリント：風水害に対する心がけ・緊急時の心がけ (赤川の例) 

【参考】防災教育支援コンテンツ（国土交通省ホームページ） 
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「自然災害の防止」 

発問及び板書計画（案） 

～庄内平野を流れる赤川を題材として～ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成３１年３月版 

東北地方整備局 酒田河川国道事務所  
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発問及び板書計画（１／３自然災害がおこりやすい国土） 

配布時間 教師の発問（生徒の反応） 教材 
指導上の 

留意点 

導入 

(１０分) 

T：これからみなさんにある写真を見せます。  

  ICT または写真：月山 （有珠山、雲仙普賢岳）  

T：この写真はどこでしょうか？  

  （S：山、月山かな？）  

 

T：そうですね、月山です。わたしたちの身近な美しい山ですね。

ではこれはどうでしょうか？ （S：山が噴火している）   

T：これは北海道の有珠山が噴火したときの写真です。日本はとと

ても自然が豊かで美しい国ですが、ときとして自然災害が起こ

ることがあります。では、火山の噴火以外の自然災害はどのよ

うなものがあるでしょうか? 

～日本ではどのような自然災害が起こっているのか調べよう～ 

 写真を活

用し、災

害の時の

恐ろしさ

に気づか

せる。 

展開 

(３０分) 

T：それではグループになってください。 

火山の噴火以外にどのような自然災害があるか、教科書も参考

にして考えましょう。 

どのような自然災害があるかを発表してください。 

 （S：地震、津波、土砂砂崩れ、竜巻、洪水・・・・） 

 ICT や写真：自然災害の写真 

 

T：自然災害のなかでも、土砂崩れ・洪水は台風や大雨が原因で起

こることから、「風水害」といいます。では、日本で災害が起こ

る理由を考えてみましょう。  

（S：火山があるから噴火する、台風が来て大雨が降るから川が

氾濫する。等々） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月山

有珠山の噴火

（北海道） 

津波(東日本大震災) 桜島噴火(鹿児島)

広島県土砂災害 新潟・福島豪雨
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 T：それでは災害が起こる理由を種類分けしてみましょう。 

「地形」と「気候」に種類分けしてみてください。 

 

T：火山の噴火、地震・津波はどちらの種類でしょうか。 

（S：地形） 

 

T：洪水や土砂崩れはどちらの種類でしょうか。 

（S：気候かな？） 

 

T：洪水や土砂崩れはどのようなところで起こりますか？ 

（S：川のそば、山や崖、じゃあ地形かな？） 

 

T：洪水や土砂崩れなどの風水害は、気候だけでなく、地形にも当

てはまりそうですね。このように、風水害は、地形と気候の条

件が重なって起こる災害だと言えます。 

 

T：では、私たちの庄内平野はどのような特徴がありますか？ 

（S：雪が多い、山がある、大きな川があるなど） 

 

T：庄内平野の特徴は、日本海に面していて、日本でも有数の急流

な河川である、赤川が流れていますね。また山に囲まれ、海山

河のある、景色の良い所ですね。 

 

T：さて庄内平野で、よくある災害はなにがおおいでしょうか？ 

「赤川の主な洪水」リストを見せる。 

（S：風水害！） 

 

T：地震や津波、雪害の印象がありますが、実は風水害が一番多く、

被害多いのです。では、風水害が起こると、私たちの生活や産

 

 

 

 

 

 

 

 

雪害(出典：総務省防災４８) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤川の主な洪水 
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業にどのような影響があるでしょうか。 

（S：街が水びたしになる。道路や橋が使えない。電気やガスが

使えない。農作物が被害を受ける。工場が止まる。） 

 

T：そうですね、私たちが住んでいる庄内平野は風水害が起こりや

すい地域だということが言えます。 

まとめ 

(５分) 

T：今日の学習で分ったことを、ノートにまとめてください。 

 

T：ノートにまとめたことを発表してください。 

（S：日本では様々な自然災害が起こりうることがわかった。） 

（S：自然災害が起こる原因は、地形と気候だということがわか

った。） 

（S：庄内平野は風水害が起こりやすいのだということがわかっ

た。） 

T：それでは今日のまとめです。 

 

まとめ：日本では地震や風水害など様々な自然災害が起きている。

これらの災害は、日本の地形や気候が関係している。 
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日本ではどのような自然災害がおこっているのか調べよう 

美しい日本の自然、恵み 

自然災害 

自然災害の種類

地震、津波、雪害 

洪水、土砂崩れ 

風水害 

自然災害は 

なぜおこるの？ 

地形 気候 

・火山が多い 

・川が多い 

・急流河川が多い 

・震源地がたくさんある 

・平野で洪水がおこりやすい 

・海に接している 

・大雨が多い 

・台風が来る 

まとめ 

日本では地震や風水害などの様々な自然災害がおきている。 

これらの災害は、日本の地形や気候が関係している。 
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発問及び板書計画（２／３自然災害からくらしを守るために） 

配布時間 教師の発問（生徒の反応） 教材 
指導上の 

留意点 

導入 

(１０分) 

T：皆さんは、前回の授業ではどんなことを学習しましたか？ 

（S：日本では様々な自然災害があり、地形や気候などが原因で

おこっていることがわかりました。庄内平野は風水害が多

い。） 

T：かつて赤川でおこった大規模災害の写真です。 

  たくさんの家が洪水により被害を受けました。 

 

T：このような被害が小さくなるように、国や県、市では対策を行

っています。 

  どのような対策がありますか？ 

  それではグループになって考えて下さい。 

～風水害から暮らしを守る対策を調べよう～ 

 

 

 

昭和 44 年 8 月洪水 鶴岡市宝町付近 

 

 

 

昭和 44 年 8 月洪水 三川町青山付近 

 

 

 

昭和 62 年 8 月洪水 三川町上町付近 

 

 

 

 

 

月山ダム     荒沢ダム 

堤防、ダ

ム以外に

も治水対

策がある

ことに気

づかせる 

展開 

(３０分) 

S：月山ダムや堤防。 

 

T：そうですね。ダムや堤防がありますね。庄内平野のダムといえ

ば月山ダムに荒沢ダムがあります。 

  ICT でダムの写真や位置のイラスト等 

 

T：ダムの役割(機能)を知っていますか？ 

 

T：ダムには色々な役割があり、洪水から守るために水を貯める以

外に、ダムの水は、発電や農業、工業、水道にも利用されてい

ます。 
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 T：ダム以外にも風水害から守る対策を知っていますか？ 

 

T：ダム以外にも、大きな役割を果たすものがあります。 

  堤防に放水路、河道掘削があります。 

  堤防は、盛土により造られ、市街地に洪水が来ないようにしま

す。 

 

  放水路は、赤川の河口にあります。昔の赤川は最上川に繋がっ

ていましたが、砂丘を切り開き日本海に直接繋ぐことにより、

洪水をできるだけ早く流し、被害を防ぐ役割をもっています。 

 

  河道掘削は、通常では川の水が流れている所より一段高い箇所

を掘削(掘り下げる)することにより、洪水の流れる断面を大き

くして、洪水が堤防から超えるのを防ぎます。 

 

T：これだけの対策をしても、万全ではありません。 

  もし、堤防が決壊して(破れて)しまったら、どうなるでしょう

か？ 

  （S：街に洪水が流れてくる。） 

 

T：そうですね。洪水は街のどこまで流れて来るでしょうか？ 

  洪水が街に広がる範囲を示した地図があります。 

  ICT か、大判の紙の地図で洪水ハザードマップを見せる。 

 

T：これは、「洪水ハザードマップ」と言うものです。 

  洪水が来る前に避難する場所、堤防が決壊した(破れた)場合の

水深が示されています。 

 

 

 

 

 

 

堤防 

 

 

 

放水路(赤川の河口部) 

 

 

 

河道掘削 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：鶴岡市洪水ハザードマップ 
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T：洪水の被害を小さくするため、また、堤防が決壊した(破れた)

場合に被害を小さくするために働く人たちがいます。 

  どのような人々が働いているでしょうか？ 

  （S：警察、消防、自衛隊、市役所等。） 

 

T：そうですね。住民の皆さんを助けたり、避難誘導をしたりして

いますね。 

 

T：破れてしまった堤防を直す人もいますよね。 

  （S：建設業者、国土交通省、水防団。） 

 

T：すべて川の氾濫から、地域の安全を守る大切な役割の人たちで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(５分) 

T：今日の学習で分ったことを、ノートにまとめてください。 

 

T：ノートにまとめたことを発表してください。 

（S：堤防やダムがあっても、河川は氾濫する可能性があること

がわかった。） 

（S：風水害がおこった時に、様々な人々が働いていることがわ

かった。） 

 

T：それでは今日のまとめです。 

 

まとめ：風水害など自然災害がおこると、私たちの生活に大きな

影響があり、被害を小さくするために、様々な人々が協

力して地域の安全を守っている。 

  

 

救助活動する自衛隊 交通規制する警察

国土交通省 
(河川パトロール)

水防団 
(水防訓練)
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自然災害からくらしを守る

洪水が防ぎきれず、 

川がはんらんすることもある 洪水防止の対策 
・ダム 

・堤防 

・放水路 

・河道掘削 例：鶴岡市洪水ハザードマップ 

被害を小さくするため、 

働く人々 
・ひなんを誘導→市役所、警察 

・救助活動→自衛隊、消防 

・堤防の復旧→国土交通省 

・土のうを積む→水防団 

・停電の復旧→電力会社 

・情報を伝える→マスコミ 

まとめ 
風水害など自然災害がおこると、私

たちの生活に大きな影響があり、被

害を小さくするために、様々な人々

が協力して地域の安全を守ってい

る。 
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発問及び板書計画（３／３自然災害に備えてできることを考えよう） 

配布時間 教師の発問（生徒の反応） 教材 
指導上の 

留意点 

導入 

(１０分) 

T：みなさんは、これまでの「自然災害の防止」の授業ではどのよ

うなことを学習しましたか？ 

（S：日本は自然災害が多い国で、庄内平野も風水害が多い。） 

（S：被害を小さくするために、様々な人々が協力して地域の安

全を守ってくれている。） 

 

T：前回は、様々な人が協力して地域の安全を守ってくれることが

わかりました。それではわたしたち自身にできることは何でし

ょうか？ 

～風水害に備えて自分たちが出来る事を考えよう～ 

  

展開 

(３０分) 

T：それではグループになってください。 

ハザードマップを配る、発表用に黒板にも大判のハザードマッ

プを貼る。 

 

T：前回見せたハザードマップを配りました。洪水が起きた場合、

みなさんの避難場所を調べましょう。 

 

T：ありましたか？避難所はどこですか？ 

例（S：第三小学校、第二中学校、渡前小学校、マリカ、山形大

学農学部会館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：鶴岡市洪水ハザードマップ 
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T：避難所の色は何色になっていますか？ 

  避難所の水深は何メートルですか？ 

（S：●メートル。避難所なのに洪水が来るけど？） 

 

T：地理的に洪水が来ない場所までに移動が困難な場合は、頑丈な

建物の洪水が上がらない２階以上に避難する必要性がありま

す。 

 

T：避難所に向かう道を確認しましょう。 

  避難所に向かう道路は安全ですか？ 

  (S：道路にも洪水が来て危険なんだけど・・。) 

 

T：ほとんどの道路が降水に浸かってしまいます。 

  洪水が発生してからは、避難所に向かう道は洪水に浸かってし

まいます。 

 

  洪水の流れは、速いため歩くことが困難です。 

 

  立ち往生している間に、水位が上昇し溺れてしまう可能性があ

ります。 

 

  洪水は泥水で、底が見えないため深い場所に落ちて溺れる可能

性があります。 

 

  洪水発生前の、早めの行動が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水が来ない場所に避難できない場合

は、頑丈な建物の２階以上に避難する。 

 

 

 

 

洪水は流れが速く、歩くのが困難 

 

 

 

 

歩けないうちに水位上昇の可能性が 

 

 

 

 

泥水で底が見えないから、深みに落ちる 
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T：早めの行動を行う他にも、風水害に対する心がけが必要です。 

  (プリントを配る) 

  今配ったプリントを参考に、風水害がおこる前に私たちができ

ることをグループで話し合って、ノートにまとめて下さい。 

 

T：ではみんなで話し合ったことを発表してください。 

（S：川の水位に注意することだと思います。） 

（S：テレビやラジオで天気や防災情報を確認すること） 

（S：市役所のホームページをチェックする） 

（S：お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動すること） 

（S：警戒警報や避難指示に速やかに従うこと） 

 

T：そうですね、では風水害に備えて普段からできること、風水害

が起こった時にできることで、地震や津波などの風水害以外の

自然災害が起こった時と共通することはありますか？ 

（S：避難場所を調べておくこと） 

（S：避難道具を用意しておくこと） 

（S：家族と連絡を取れる連絡先を調べておくこと） 

（S：普段から家族で話し合うこと） 

（S：お年寄りや子供を優先して落ち着いて行動すること） 

（S：警戒警報・避難指示に速やかに従うこと） 

 

T：他にも、テレビやラジオ、市役所のホームページで防災情報を

知ることも共通していいますね。万が一の風水害に備えて、何

をしなければならないか、風水害が起こった時どのような行動

をしなければならないか知っておくことは大切ですね。これら

のことは、風水害に限らず、地震などの自然災害についても同

じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風水害に対する心がけ 
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まとめ 

(５分) 

T：今日の学習で分ったことを、ノートにまとめてください。 

 

T：ノートにまとめたことを発表してください。 

（S：風水害の時に、避難する場所がわかった。） 

（S：風水害にも備えが大切だとわかった。） 

（S：自然災害の時に、どのような行動をとるのか知ることがで

きた。） 

 

T：それでは今日のまとめです。 

 

まとめ：風水害に限らず、自然災害に備えて、普段から自分にで

きる備えを行うことが大切。 
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自然災害に備えて自分たちにできること

例：鶴岡市洪水ハザードマップ 風水害に備えてふだんからできること 

風水害がおこった時にできること 

・ひなんする場所を調べておく 

・ひなん場所の道を調べておく 

・家族と連絡が取れる連絡先を調べておく 

・ひなん道具を準備しておく 

・ふだんから家族で話し合う 

・川の水位に注意する 

・テレビ、ラジオ、市役所などのＨＰを確認する 

・お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動する 

・市役所からのひなん勧告、ひなん指示に速やかにしたが

う 
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